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伸真紀子
組

認知発達

概要

第1i'言で、は歴史的時間報iにそって認知科学の展開を見てきたが，その

他の煮は主に領域ごとに認知科学の展開を扱ってきた。ここでは碍び時

間引IJに視点を戻し，個人内の時間的変化，すなわち幼児から大人にいた

160 るまでの成長の軸に沿って認知機能の変化を見ていくことにしよう。と

いっても認知機能は感覚，矢口覚，記?意，言語，思考，コミュニケーショ

ン…と多岐にわたる。そこで，ここではまず認知的発達に関するいくつ

かのモデルを示し，その上で特に言語的な側面に焦点を当てて発達的変

化を見ていくことにしたい。ここで取り上げるモデルは特定の事象を予

測し説明するメカニズムというよりは，発達の過程をどのように捉える

かという視点あるいは理念に近いものである。しかし，どのような視点

あるいは理念を持っかによって，見えてくる現象，重要だと思える現象

は異なってくる。人の認知発達を検討するには，さまざまな角度から現

象を捉え，その様態を明らかにしていくことが重要だと思われる。

キーワード:

発達の理論『遺伝略環境咽初期知識弓語黍獲得。

上発達に対する見方:遺伝と環境

「遺伝(生得性)J と「環境(学習)Jは，おくから，人の発達的変化



をもたらす重要な要関だと考えられてきた。このような考え方は以下ーの

ような言葉にもよく表われている。

* ゲゼル i赤ん坊は偶人である O 生まれながらに持つ権利によ

る個人であるとともに，未完成の個人でもある。…子どもの人格

はゆっくりとじよじょに，成長してゆくことによってつくられて

いくものである。神経系統も一段一段と自然の}11i'i序を追って成熟

してゆく O 立つ前にえんこ，話しことばの前にはなん語，本当の

ことを話す前にはっくり話をし，西角が描けるようになる前に円

が描ける O 他人を思いやる前には手!J己的であり，まず勉人にた

よった後，自分に頼ることができるようになるのである。どんな 161 
----， 

能力でもみな，道徳でさえも発達の法問に従っている。育児とい

う仕事は前々からきめておいた型に子どもを無理にはめこむこと

ではなくて，子どもの成長をみちびくことであるは(ゲゼル(1954)) 

* ワトソン i私は，さらに一歩を進めてこう言いたい w私に健

康でいいからだをした A ダースの赤ん坊と，彼らを育てるための

私自身の特別な世界を与えて下さい。そうすれば私はそのうちの

どれか一人をランダムに取り上げてその子を訓練し，私が選んだ

ある型の専門家に 医者，法律家，芸術家，大蕗人，そして乞食

や泥棒にさえも一きっとしてみせましょう。彼の才能，好み，性

向，能力，適性や先祖の人樟にはかかわりなしに~J (ワトソン，

J.B. i行動主義J (1924)) (クレイン(1984)) 
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もちろん人の発達は，遺伝や環境のどちらかだけで決定されるもので

はない。遺伝的な資質，素地が環境に影響を及ぼし環境的な変化が資

質，素地の開花に寄与するなど，両者は協働的，双方向的に働く。ま

た，薬物や放射線が遺伝子を傷つけるようなことも考えると，どこまで



が環境でどこからが遺伝かという区分は難しくなる。しかし遺伝的，生

得的な側面に注目するか環境的な側面に注目するかにより，発達的変化

やその支援に関する読点は異なってくる O 以下，発達における遺伝的，

生得的な要因と環境的な要閣について見ていくことにしよう O

2.発達の理論

発達の段階説

環境の多様性に比べ，成長の道筋の多様性が低いことを考えれば，生

物学的な変化を無視することはできない。認知発達研究に大きな影響力

を及ぼしたピアジ、ヱ (Piaget， J.)は，認知発達を，生物学的発達に伴い

162 進行する費的変化として捉えた。以]ぐに示されるように，ピアジェの発

達観は段階を追って変化が訪れるというものである O 彼は認知発達をjよj、

ドのように四つの段踏でJ足えている。

*1惑党 運動期(乳幼児期):赤ん坊は主に感覚や動きによって周

囲を探索し，知識を得る。

*前操作期(就学前の幼児期):ここでいう操作とは，論理的思考

と言い換えてもよい。具体的な物の見えにとらわれ，動くものは

生きているなどのアニミズム的な思考，非論理的な思考も見られ

る。

*具体的操作期(学童期):具体的な事物や手続きによって論理的

思考が可能となる。

*形式的操作期(忠春期以降):具体的な内容から離れ，抽象的な

記号操作や推論が可能となる O

ピアジェの考えは， (1)段階ごとに思考の質が異なる(つまり，単に

知識の量が増加するといった変化ではない)， (2)生物学的な基礎を持



ち，どのような文化にある人でも，同じような順序で発達が進む， (3) 

発達的変化は全椴的，領域一奇交的である(つまり，段階的に発達するの

は個別の課題解決行動ではなく，認知的な機能全般である)といった特

慣を持つ。

領域屈有の知識と初期知識

発達を段階に分けて捉えるという考え方は，学校などの制度において

学年を区切る等の根拠ともされ，私たちの発達観に大きな影響を及ぼし

ている。しかし，向じ生物学的基礎を重視しながらも，呉なる見方を提

示する研究者もいる O 例えばスペルキー (Spelke，1995)やケアリー

(Carey， 1997) は，生得的に備わっている知識があり，そのような知識

は段階的に変化するというよりも，発達のコアとして変化せずに維持さ

れると提H目している O また，このような知識は領域一散(認知全殻的)

というよりも，領域国有(言語，数等の特定の領域にのみ関与するこ

と)であり，限られた活動に関与するとしている C 例えばケアリ}は乳

幼児を対象とした，次のような実験を紹介している O

この実験では腕化一脱溺11化という，心拍数などの生Jl目指標を用いた方

法を用いる。乳幼児にある刺激Aに慣れさせておき(思1111::)，ある時点

で別の刺激を提示する o AからBに移行したl祭，乳幼児の生理指標に変

化がなければ，乳幼児はAから Bへという変化に気づかなかったと解釈

される O 一方， Aから Bで，心t点数が変わるなどの変化が見られれば

(脱却11化)，乳幼児は違いに気がついた(驚いた)と解釈される。ある実

験では乳児に，一つの事物がついたての背後に入り出てくるというシー

ン(刺激A)を繰り返し示した。そうやって腕化させた後，一つの司王物

が入り二つの事物が11"てくるというシーン(刺激B) を提示する。この

時乳幼児は脱思11化の反応を示した。つまり，数の増減に気づいたと考え

られる。
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ピアジ、エの古典的な実験では，幼児の目の前で向じ{回数のおはじきを

回めて置いたり，あるいはばらばらに置いたりし「どちらが多いか」

と尋ねると，幼児はおはじきの配置，すなわち知覚的な見え方によって

「多い，少なしりと判断を変えることが知られている O ピアジェはこの

ことから，幼児は「とったり加えたりしなければ委主は同じである」と

いった概念(数の保存)が理解できないのだと考えた。しかし上記の実

験は，乳幼児であっても「とったり加えたりしなければ，数は変化しな

い」ことを理解しているように見える。数，あるいは言語など，特定の

領域における基礎的な概念は生得的に備わっているというのがケアリー

らの主張である O こういった知識は不変であり，発達のコアとなって存

164 夜しつづける，とされる O こういった知識を初期知識という O

環境

以上見てきたように，生物学的基礎や生得性は重要な発達的要因であ

る。しかし，人は文化のなかで価値があるとされる知識を獲得し，期待

に沿った行動を身につける O 発達において，文化・社会的な要関や，よ

り積極的な介入である教育の影響を無視することはできないだろう O

教育的な介入に関し，ヴイゴツキーは子どもの発達レベルよりも少し

だけ上の領域(発達最近接領域)にある支援を行うことが重要だとして

いる O またレイヴとウェンガーは発達や学習を，その社会・文化内での

活動を周辺的なものから中心的な仕事へと，活動しながら獲得するもの

として捉えている(レイブ&ウェンガー.1993)。例えば料理人が厨房

の掃除や血洗いから始め，徐々に中心的な仕事へと進んでいくように，

学習は特定の目標に向かい，道具を用い，より中心的な活動を担うよう

になることだとされる。

ミストリー (Mistry.1997)はヴイゴツキーやロゴフなどの考えを引

き継ぎ，文脈から切り離された抽象的な「能力」は存在しないと述べて



いる。この説によれば r思考力」や「記憶:力」など，私たちが仮定し

ている能力や心的機能は，社会・文化的な丈服に組め込まれた道具や記

号(文字のシステムや記'臆を補助するための道具など)によって媒介さ

れる，社会・文化的に意味のある活動のなかにあるとされる O そして，

何ができて何ができないかは，能力の発達や成熟よりも(1)活動の目標

や日的， (2)活動を媒介する材料や方法， (3)活動の持つ社会的な意味

や役割等に依存するとされる。 抽象的な「能力」が高まるから諜題成績

が I~.がるのではなく，人が特定の活動に E襟や呂的を見出すことがで

き，その活動が媒介される材料や方法が身近であり，しかもその活動が

社会的に認められるときに，その課題が行われるのだという O

このような社会・文化的な見方は，生物的要毘や生得性を:京視する説

とは異なる発達的側而に焦点を当てている。複数の見方を持つことは現

象を多角的に眺めることを可能にし，教育や介入に関しでも，さまざま

なアイデイアを導出するのに役立つと思われる。次節では言語獲得につ

いて，複数の側面から見ていくことにしよう。
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3.言葉の獲得と捷期

語曇獲得に関する仮説

言語学者であるチョムスキーは，文法能力は環境要[11，例えば親の言

語活動を模倣することによっては学べないとした。親の発話の多寡によ

らず子どもは文法能力を獲得する。また，大人は文法的に正しい言語情

報しか提供せず，誤った文法を提示して「これは間違いであるJ と示す

ことをしない。にもかかわらず，子どもはやがて文法的な正誤(この表

現は正しい，こちらは誤りといったう角r551J)を正確に行うことができるよ

うになる。このことから，チョムスキーは子どもには言語習得装置

(Language Acquisition Device: LAD)カせヲ♀的に{蒲わっていると考え

た(チョムスキー， 1988)。



語最獲得においても生得性は重要な働きをすると考えられている。母

親がこどもに「カエル」という言葉(ラベル)を教える状況を考えてみ

よう。母親が庭先の葉っぱの上に乗っているカエルを指差し，子どもに

「ほら，カエル」と言ったとする。カエルは日を閉じて濡れた葉の上に

康っており，皮膚は緑色で、光っている。「カエル」という語がこの情景

の何を指すのか，必ずしも自明ではないだろう。しかし多くの子どもは

「カエル」を小さな生物の名称として解釈し，この生物をカエルとよぶ

ようになる。大きいカエルも小さいカエルも，緑のみならず茶色のカエ

ルも「カエル」とよぶかもしれない。

マークマン (WIarkrnan，1992)は，子どもが迷うことなくラベルを特

166 定の事物や生物に付与できるのは，子どもが生得的に以下のような仮説

を持っているからだと考えた。これらの仮説を言語的制約という。

*事物全体仮説:ラベルは対象となる事物全体を指す。例えばある

生物に「カエル」というラベルが与えられたなら，それはその事

物の一部でも属性でもなく，その事物全体を指すと解釈される。

*分類カテゴリー仮説:ラベルはその事物のカテゴリーメンバーに

対しでも用いられる O ある生物に「カエル」というラベルを付与

したならば，そのカテゴリーに属するメンバーも「カエル」とよ

ぶようになる O

*相互排他性仮説:一つの対象カテゴリーは一つだけラベルを持

つO あるカテゴリーがすでに「カエル」とよばれている場合，こ

のカテゴリーに重複してラベルが与えられることはない。

相互排他性仮説は，一つの事物にはこっ以上のラベルはっけない，と

いう制約として働く。「カエル」を学んだ子どもは，母親がカエルの方

向を指差して「アジサイ」といっても rアジサイ」をカエルの第二の



ラベルだと解釈することはないだろう O カエル以外の事物，例えばカエ

ルの近くにあるあじさいの花にこのラベルを付与するかもしれない。 1

自に10語ともいわれる幼児の詰葉獲得のスピードは，幼児がこのような

仮説を持っているとでも考えなければ説明することができない，とマー

クマンは述べている O

言語的環境

語義獲得においては，生得的基盤とならび，養育者によって提供され

る言語的環境の来たす役割も大きい。例えばハリスらは，幼見は養育者

が高い頻度で用いる語葉をより平く獲得することを示している (Harr九

Barrett， Jones， & Brookes， 1988) 0 大久保(1987)は就学前の幼児A見 167

B児の日常生活を12時間録音し，そこで語られる会話に含まれる語数を

カウントした。その結果， A児が用いた語数は940，B児が用いた語数

は2204であり，明らかにB児の語葉数はA児の諾葉数よりも多かった。

会話の内容を見ると A児の家庭では母親と兄との会話が多く， A児に

は最小限の話しかけしかなされていなかった。これに対L-B児の家庭で

は， B>~が母親や父親と豊かな会話を楽しむ様子が窺えた。言語ÉI9環境

は習得される諾の穂署員や数，速度などに影響を及ぼすと考えられる。

イ中(1999) は，幼児が母親との会話のなかで助数詞(枚，本など数に

添える語辞)をどのように習得するかを調べた。助数詞は事一物のラベル

とは異なり，指し示すことができない。また，それ自体に意味はなく，

いわば数の添え物である O それでも私たちはいつの賠にか助数詞を習得

し，大人は60~80 もの助数請を使用している O

この調査では 2，3，4歳の幼児とその母親に次のような課題を

行ってもらった。札の上に平たいクッキー，細長いクッキー，山型クッ

キー，アメ，皿，スプーン，カップなどが悶つずつ並んでいる O セッ

ション 1では母親にだけ図版を見せ，そこに描かれている事物を，捕か
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れている数だけ，幼児にとってもらうように頼んだ。ここでは母親が幼

児に対しどのような助数詞を用いるかを記録する。セッション 2では，

取った事物を幼児に数えてもらう。ここでは幼児がどのような助数詞を

用いるかを記録する。セッション 3では，先ほどと同じ課題を大人の助

手に対してやってもらう。つまり，母親に図版を見せ，そこに描かれて

いる事物を大人の助手にとってもらう O ここでは母親が大人に対してど

のような助数訴を用いるかを記録した。

その結果，母親は大人に話しかけるときには(セッション 3)平たい

クッキーやJmは「枚J，縮長いクッキーやスプーンは「本J，カップは

「杯J (または 11回J rつJ) で数えることが多かった。これに対し，幼児

168 に話しかけるときには(セッション1)，母親は，幼児の年齢に応じて

用いる助数詞を変化させていた。 2歳児に話しかけるときには，どの事

物にも「個J 1つ」を用いることが多く，年齢が高くなるほど事物の形

状に合わせて「本J 1枚」を使っていたのである O そして幼児もまた，

年齢が高くなるほど「本Jr枚」を使うことが多かった(セッション 2)。

養育者によるこういった語葉の調節(チューニング)，すなわち子ども

の発達に応じて支援の仕方を変化させていく支援の仕方をスキャフォル

デイングという。スキャフォルデイングとは建物ができるにしたがって

はずしていく足場のことである。

おわりに

閉じく生物学的素地を重視する立場でも，段階を追って一般領域的な

質的変化が生じるとする説と，領域国有牲を重視し，コアとなる初期知

識は一貫しているとする説があることを示した。また，環境について

は，子どもの発達に応じて環境的な働きかけが変化していくメカニズム

があることを示した。ここでは幼見期の語葉獲得を中心に遺伝と環境の

相互作用について述べたが，このような相互作用は認知機能の発達のさ



まざまな側面で見ることができる。
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⑮ l 
発達の段階説に関する以下の記述のうち不適切なものを一つあげ i

なさい。

選択肢

①段階を追って認知的な質の変化が生じる O

② 段階は生物学的な基盤を持つ。

③ 段階はどのような丈化においても同じ順序で進む。

170 ④ 段階的変化は言語，空間認矢fJ，対人といった領域ごとに異なる

速度で進む。

正解 ④ 

解説

①，②，③は適切な記述である。④は不適切である。段階説では

発達的変化は全般的，領域一般的だと考えられている O すなわち，

111i131Jの課題解決行動ではなく，認知的な機能全般にわたって発達的

変化が生じるとされる O

φ 
下記の人名と用語の組み合わせとして不適切なものを一牟つ選びな

さい。

選択肢

① ヴイゴツキー，発達の最近接領域



② ピアジェ，発達の段階説

③ チョムスキー，言語的制約

④ スペルキー，初期知識

正 解 岳

解説

①，②，④は適切な組み合わせである。③は適切ではない。チョ

ムスキーが言語獲得に関して仮定したのは言語習得装置である。言

日号的制約はマークマンらによる{反説である。

171 

⑪ 
言語獲得における環境の役訴を重視した記述としてもっとも適切

なものを一つ選びなさい。

7 

認
知
発
注

選択肢

① どの幼見も 1歳前後になると言葉を発する。

② 養育者による言語的働きかけが多い場合，幼犯の話会はより豊

かである。

③ 養育者が負事例(誤った事例)を示さなくとも，幼児は文j去を

宵得する。

⑤ 幼児は提示された語(ラベル)を事物全体の名称として解釈す

る。

正解 ② 
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解説

言語獲得は生得的基盤と適切な言語的環境の両方が関わってお

り，どちらか一方のみで言語獲得ができるというものではない。し

かし，①，③，④は言語獲得の普遍性や，周囲からの働きかけの影

響が少ない側面に関する記述である。これに対し②は養育者によ

る働きかけ(言語的環境)に関する記述である O よってこれらの選

択肢のなかでは②がもっとも適切であ


